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緒言

「暦」なるものは、はなはだ実務的なるものでありながら、その一方ですこぶる文化的な

ものである。

たとえば、世界的な金融・経済などの分野で用いられる「暦」は実務的なものであり、独

自性は排除される。将来はともかく、現在は、 1582年にローマ教皇グレゴリウス 13世が制

定した太陽暦「グレゴリオ暦」、いわゆる西暦が用いられ、それがグローバルスタンダード

である。

また、日本では、「旧暦」と称される「暦」のほかに、『日本書紀』に記された神武天皇即

位の年を元年として定められた「皇紀」が用いられた時期があり、世界に目を向けるとコプ

ト暦、イスラム暦など数十種類が用いられている。これらは「信仰」や「慣習」あるいは「文

化」といったものと密接な関係がある。

たとえば日本でも中国でも公的な「暦」は西暦だが、日本の節分、中国の春節といった伝

統行事は旧暦にしたがって催されるように、二つの「暦」は共存している。また 2019年の

カレンダーでは「亥」としかないが、 2018年のカレンダーには「平成30年・戌（犬）年」

と「元号」が併記されていた。

かつては「暦注」といって、毎日、その日の吉凶に関する諸事項等が記されるものが多か

った。そのため冊子の形態で刊行されるものもあった。そうした吉凶等は、科学的には根拠

のないこと、すなわち「迷信」とされ、今日では、記されたとしても「大安」とか「仏滅」

といった「六曜」にとどまるものが多いが、多くの日本人の「生活の行動基準」の一つであ

ったといって過言ではない。すなわち、かつて刊行された「暦」は、今の人とは異なる年月

日・時間感覚の「記憶」を呼び覚ますツールといってよい。まさに「記憶資源」とするにふ

さわしい資料である。

その点に注目し、明治 150年として各地でイベントが催され、平成のとじ目が近づいた

2018年度に、図書館が保存している「暦」を取り上げ、「記憶資源」としての観点から、

以下の試みをなすプロジェクトをたちあげた。

図書館が所蔵する記憶資源「暦」の利活用プロジェクト

①学生の授業においての利活用

②「展示」に利活用

③展示を利用した講演会等の開催

④暦のデジタル化による、インターネット上の利活用

今回、上記のうち、①②を行ったのでその報告をする。

なお、③は年度末に開催予定、④はインターネット上どのような利活用が有効かつ可能

かについて検討中である。
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 一

I学生の授業に利活用

筑波大学知識情報・図書館学類に所属する 3年次の学生は、 3つある主専攻の内の 1つに

所属し、その専攻の卒業研究に必要な知識等を獲得するために「主専攻実習」を受講するこ

とが必須である。

今回、「情報資源経営主専攻」の「主専攻実習」において、綿抜の担当を希望した学生の

うち、 H班（綿抜2班）の学生9名が、「暦を読む一図書館資料の利活用の観点から一」とい

うテーマで実習に望んだ。実習は次のように進められた。

1 先行研究の調査

2 本実習で行う研究内容の検討

3 「暦」の歴史の調査

4 筑波大学他の所蔵の「暦」の詞査

5 「暦」の本に関する展示

6 研究発表

このうち「5「暦」の本に関する展示」については、次の「II「展示」に利活用」で述べる。

「6研究発表」の内容については、資料IIを参照されたい。

「1先行研究の調査」の結果をふまえて、「2本実習で行う研究」を

図書館資料の利活用を進めるためには、どのような活動をすればよいのかについて

は、先行研究が少なく、今回は「暦」を用いて事例研究を行う

とした。

各自が「暦」について理解するために、「暦」について、諸文献で調査し、「 3 「暦」の歴

史」について理解を深めた。

「4筑波大学他の所蔵の「暦」の調査」では、公共図書館、大学図書館が所蔵する「暦」

の調査をした。特に多く所蔵する筑波大学所蔵の目録を作成し、および展示用に綿抜研究室

に所蔵される「暦」の目録を作成した。

このさいにまとめられたものは、資料 Iにあげる。
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II「展示」に利活用

「5 「暦」の本に関する展示」に関しては

①場所の確保

②展示品の選定

③展示解説の作成

④展示の設営

⑤展示の広報

を行った。

①場所の確保

筑波大学春日エリア メディアユニオン一階「固情図書館メディアミュージアム」を候補

とし、そこを管理する筑波大学図情図書館との交渉からはじめた。

展示候補の「暦」に筑波大学図情図書館所蔵本が含まれるため、共催を願うことにした。

共催願い・展示許可の書類「筑波大学附属図書館展示企画書」を作成、申請し、許可を得

②展示品の選定

展示許可を得てから、展示スペースを確認した。

筑波大学図情図書館所蔵の「おばけ暦」を展示することをまず確定し、その後に綿抜研究

室の所蔵品で「暦」の理解が深まるものを選定した。
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③展示解説の作成

展示品の解説を作成した。

お化け層（おばけごよみ）について

”'i拿棗の戴売には嬢制がかけられており、一釦の公
社や大掌拿政沿鋼鳥などが絨綱されたものを奪売しtいたが
そのため、圃人に蔭の本は界合法な屈、すなわちお化け霞と

して靡名からは匿のぷとわからないようになつていた螂お化

け購には畢匿と即巴Ianえ、宮凶の信轍が掲該されていた書

属示賣射｛絨濾大学國彙饂恰糧デ図書鰭所塁i

寡僅嘗

釘叫嗣.. 東畠；集霧宣崩 賢出注彎

翠“ 鼻 松山亭五~; "玲り仔.

杉公己次ゴ、囀逍42奸，
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④展示の設営

展示品を展示ケースに配置するとともに、図書館職員の方々の協力を得て、壁飾り等も作

成した。

メディアミュージアムだけでなく、図書館職員の方々の協力を得て、図情固書館に「暦」

に関連する図書を「ミニ展示コーナー」に展示した。

⑤展示の広報

図書館職員の方々の協力を得て、ポスターを作成し、メデ

ィアミュージアム、図情図書館に掲示した。

チラシも作成した。

⑥展示図録の作成

図録を作成した。図録は巻末にあげる。

図録の作成にあたっては、

時井真紀講師のご協力を得た。
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1神官罰鴫 明治廿一年輯本陽 暦．求年齢月敷表

2衿宮罰鴫 明治tt：：忠絡＊屈 暦.求年齢月敷表 明治21年10月24日

3神宮司鴫 n田音吉 明治廿三年略本塁 ほ心求年齢月敷衰 明治22年10月25日

4神宮司鴫 明治廿四年玲＊厖 麿し求年齢月敷衰 眼治23年10月25日

5神宮司鴫 明泡tt五年軽本蘊 暦．求年齢月敷衰 明治24年10月24日

6神宮司扇し 明：l3tt六年純本譴 厖．求年齢月歓衰 明治25年10月25日

7神宮司饂 明冶廿七年軽本鷹 歴．求年齢月較衰 奥付なし

8神宮司順 明治tt/＂＂ 0本温 大阪 暦．求年齢月触表 奥付なし

9神宮司111l 明冶ttJ＼年騒本闊 暦．求年齢月散畏 明治2”911月1日

10神宮旬闊 明治三十斗略本隠 暦、求年齢月触表 明治29n.11月1日

＂神宮罰霞 明治＝＋一年騎本暦 層、求年齢月触表 明治30鎧11月i日

12神宮町題 明治三十二年闘本暦 麿｀求年齢月敷表 明治31li11月m
13神宮町順 明治三十三年略本暦 暦、求年齢月舷表 明治32年91且月IB 
14神官町庫 喝台＝＋四年酪＊暦 磨鳥求年齢月敷表 明治33年11 1日

i5神宮司麻 明冶三十五年略本暦 暦、求＇年齢月舷表 鴎治凶年11月，1日

16袴翻● 明治三十六年鯰＊暦 新菖、暦、求年齢月懃表 晴治35年＼1月1日

1i神邸暑 明治三十六年略＊麿 断菖.暦＇、求年飴月触豊 鴎治35年11月1日

1&神郎● 明冶三十七年略＊贋 新菖、暦、求年齢月敷畏 明治珀

19神郎暑 明治＝十七年闘本贋 断菖

20"’" 明治＝＋i＂"各本暦 新菖 明治37

21”6 明治三十九年峰本陽

請 3̀ 
22 神 5• 明治—＋九年年詞闘年峰本本繕本闊麿 38 

231'6 明治四十

計
39 

24 "'  
明治四十 39 

25i"’° 明治四十一年略＊暦
面藩‘ 、年齢阜繰表

40 
26 ~鄭暑 明治匹十一年略本麿 40 
27"翻璽 明治四十二年酪本暦 断菖 41 

28 ~-"暑 明治四十二年酪本暦 新菖 42 
29陣帥暑 明治四十二年略＊厖 新菖 42 
30神部暑 明治四十四年略＊面麿 賣京 断菖 43 
31神郎● 明治四十五年鯰本 寛京 新菖 “ 32神神宮神斜屠 大正二年略＊厖 新菖 大正2年
よ宮神狐• 大正四年略本且 新菖 3 

凶 神宮神神神~斜糾郎~ ~ ~ ~• 暑暑」~＾ 大正五年略本眉 新邑璽 たねまき學邑節畏 4 
必神宮 大正 本暦 斯心たねまき攀衰 5 
36 ~宮 大正 9本厖

髯たねまたねまき攀節表
6 

37神宮神郎暑 大正八年略本暦 き攀鵞表 7 
38神言神郎暑 大正 き葦冗表 8 
39 tt宮神飼暑 大正十竿 たねまき攀第表 g 

≪0樗宮神糾暑 大正十一年1i1本蔭 たねまき撃蜀表 10 

最嘉、最低及濁水の最大日量、霜雷の

41神宮神郎暑 大正十―年闘本屈 攀節最近100年虹代表、贋量衝表、 0 11 
2ヽ樗宮神郎暑 大iE十一北略本M 上に同じ．司雷量

“””"宮宮宮神神神紐郎郎暑暑暑
大正十四年略本駄 上に問じ 13 

44 大正十五年峰本履 上暉に同じ 9 4 
45 大正十六年略本屈 上じ 1 5 

官國幣社例染a、各地の気殺、気』の
最裏｀最低．及絡水の最大日量．霜●の

'彙節最近100年年代表、虞量衡衰、対
46 ?t宮神玩部暑 悶和三年略＊暦 煎年号壼、蘭雷量 諮和2年

＂神宮 碍和四年略本厖 上に同じ 3 
“"疇宮神邸暑 昭相五年略本厖 上に同じ 4 
49神宮神部暑 詔和六年略本暦 上に同じ 5 
50”；宮神狐暑 磁和七年略本麿 上に同じ 6 サイズが少し大き くなる
51神宮神部暑 昭和1＼年略本厖 J:に同じ 7 

百52樗”官'宮神亨神純髄．暑暑
昭柏九年略本厖 .I:iこ同じ 8 
昭和十年略本暦 上に同じ 9' 

54神宮 昭和十一年略本隠 上に同じ 10 
55”宮神郎署 昭和十＿年略本譴 よに同じ 11 
お神言神飼暑 昭相＋＝年略本臨 上に同じ 12 
57神宮神糾暑 詔！和十四紅略本蘊 上に向じ 13 

各賎地億の鋒気水依（の平最均大気日温量書 気温の最高、
及 ．霜雷の攀節．

最近100年年代表｀濁雷量）｀対孵年号
邸挿宮神郎暑 略和十五年略本鷹 表、たねまき奉節表 14 
59神宮神 I' 詔和十六年闘本麿 上に同じ 15 
601神宮神卜9 昭和十七年闘本隠 上に同じ 1 6 
61槽宮神"

疇 陽

上に同じ 17 
62”宮神 1, 層だけ 18 
図神宮柵 IJ 噌だけ 19 
し神宮神 暑 麿だけ 20 

a近百年年代表．年中行事．神糟のま
邸神宮罰庁 昭和二十五年神宮暦 つり、節気 ・讀節および瀑狂望 24 

最近百年年代表、年中行事鳥袴綱のま

邸”宮司庁 昭和二十九年神宮暦 つり｀暦・面主璽事項の略設 28 
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IIバワーポイント

暦を読む
ー図書館資料の利活用の観点から一

■ H班（綿抜2班）

一1．先行研究
千代田区立千代田図書館の負重書コレクションの活用l‘

・デジタルアーカイブ

・講演会

・資料の展示

一3 暦の概要
．騰は中国から朝鮮半島を通じて日本へ。

・飛需時代の推古12年 (604)に日本晟初の麿誕生。

疇：；ここ二悶悶ぶ匿
が採用された。

太陰太陽暦は、 1000年以上にわたり用いられてきた。

人々の生活に根付いてきた文化の根底とも言える存在。

一 目次
• l.先行研究
•2 . 研究概要

•3 . 暦の概要

•4 . 筑波大学図書館の現状

•5. 暦の木に関する展示

5-1.暦の本に関する調査

5-2.展示「暦を読む」

•6 ．おわりに

一2.研究概要
図書館姿料の利活用を進めるためには、どのよ

うな活動がすればよいのか。

→先行研究が少ない。

r暦」という題材で事例研究を行った。

~ 4.筑波大学附属図害館の実情

-9-



ー 調査方法

・筑波大学蔵困検索OPACを用いた所蔵調査

・文献調査

ー検索結果

筑波大学蔵習検索OPACで検索

►請求記号が449(NDCで天文学の時法 ・ 暦学）
►キーワー ドに［暦」 を含む

8
 

ー検索結果

► 面求記号が449 {NDCで天文学の時法 ・ 磨学）
► キーワードに「暦」を含ま捻-ぃ
『農家便覧』、『九昼早貝』，『方位便覧』 ，
『五行全宮』など

→ ［お化け暦」の可能性

ー検索結果

暦と思われる90(18+72)件を分析

→図君館情報学図君館が大半を所蔵

81 

s『
2

マ'
-
9
0 10 

一 考察 ：お化け暦

お化け巳 （偽暦、擬暦、おばけ、おばけごよみ）

六曜や二十四節気が記載された、作者不詳にして神出鬼
没の偽の届

戦時中までの為政者にとって、統—• された秩序のある歴
を使用させることが民を統治するため堕要

→歴は一部の公社や大学、政治部局などが統制されたも
のを専売

格な羞‘と点各款息毎名悔製品網壱ぢぢ↓｝負誓k「擬居」 11 

一 考察 ：収集規則と図書館コレクション

収集規則を調べ、図匹館侶報学図四館の性質を明らかに
しよっと考スた

図吉館職貝によると

・収集規則（選国基準）は公開していない
・図情負重書I扇にある暦
► 内容がバランスよく収集されていない
項函館が購へばこものでは佑く国の予箕で研究のため
のものとして、入した可能1 J‘•高い
>教貝が大学を去った後、行き場のない資料を引き取り、
そのまま図書館のコレクションに

12 

-10-



| ．． ほとめ
筑波人学附属図書館の暦の所蔵調査の結果、

「お化け暦」

・研究等で購入された箋料

が所蔵されていることが明らかになった。

コレクション構築の過程 ・内容の偏りから、これらの
コレクションの今後の利活用に課題がある

→授業での利用や姦料の展示という方法が考えられる

13 

■ 5土暦の本に関する調査
15 

ー 各暦の本の特徴

①略本屈（明治21年～昭和29年）
99,:． ．．い

明治21年～明治35年 神宮司庁

明治36年～大正がF 神部署

大正3年～昭和21年 神宮神部署

昭和22年～昭和29年 神宮司庁

※昭和21年までは東京天文台が編菜し、神宮が頒布．
第2次世界大戦後、届は暦象年西に． 17 

llllllt 5.暦の本に関する展示

一対象となる暦の本

所蔵；綿抜研究室所蔵の暦の本114冊

年代 ：明治9年～昭和44年

主な種類 ：明治略本暦、高烏易断、個人出版

※明治6年～昭和20年

・政lFtが刊行していた暦を本暦

• 本麿を簡略化した小型の暦を略本暦

．雫が
’̀  .一→ . 

明治9年～大正4年 暦

大正5年～大正11年 暦＋たねまき季節表

大正l笞平～昭和18年 暦＋各地の気候、気温の最思、最
低及降水の最大日量、霜雪の季節
最近
100年年代表、度塁衡表

昭和l9年～昭和21年 麿

14 

16 

昭和25年～昭和29年 最近百年年代表、年中行寧、神棚の
まつり、節気・雑節および遡弦望

18 

-11-



一②高島易断（大正11年～昭和33年）・易学を主軸とする占い団体。いくつもの支部
に分かれている。

・天保3年から7代にわたり、現在まで続いて
いる。

・暦の他、占い、種まき、運勢天気予報、姓
名占いが掲戟されている。

．題名は［昭和十二年御重費」 「昭和十一年連
勢暦jなど年によって様々。

19 

一考察I ・太陽麿は「明治略本厖」が主流であった。

．臨は当初は朝廷内で使われるだけであった。

歴の需要が高まるにつれ、各地で屋の本が作られた。

• 本 ・ 略本歴の販売には規制がかけられており、その
ため個人出版の暦は非合法な麿＝お化け暦として題名か
らは歴の本と分からないようになっていた。

＊これらの暦の本を実際に展示してみよう！

i-展示の概要
目次

〇展示テー

●ねらい

~展示場所 ・ 展示期間

●展示資料

-共催

一展5予解説の例
●展示の様子

21 

23 

一③個人出版（明治8年～昭和30年）・出版元は寺院や神社がある。

・「明治四十二年座家便覧J 「明治廿九年民
家必用」など題名だけでは暦の本と分からな

いものばかり。

・東京だけでなく全国で出版されている。

20 

■ 5-2.展示「暦を読む」
22 

ー展示テーマ

「暦を読む」

24 

-12-



ーねらい

一平成30年 (2018年）は明治元年 (1868
年）から満150年に当たる。明治期に起こっ
た変化の一つとして、欧米化を目的とした改
暦が挙げられる。綿抜研究室が所蔵する明

治・大正・昭和の暦に問する資料を中心に展
示し、 明治期以降の生活文化を暦から読み取

る。

25 

ー展示資料

—• メプイアユニオン1F
ー明治略本暦、大正略本暦、昭和略本暦ほか綿
抜研究室所蔵資料

ー図情図書館所蔵のお化け暦

医l情図書館

ー図惰図書館所蔵の暦の関連図書

ー展示解説の例

明治二十九年

略本暦

表紙・裏表紙

27 

ー展示場所・展示期間

展示場所

一•メナイアユニオンlF 図情図書館メディアミュージアム

ー図惜図書館ミニ展示コーナー

展示期間

●平成30年11月26日（月） ～平成31年1月18日（金）

ー 図情図書館との共催

ー共催：筑波大学図香館情報学図害館

図情図害館の協力のもと、展示を企画

図情図書館にミニ展示コーナーを設濫

展示の関連図書の紹介による閲覧促進

ビラ ・ポスターによる展示企画の告知

ー展示解説の例

-13-

・神武天皇即位紀元

• 宮中行事
・大小表
・東京日月食時刻
・日曜表
・七値
• 六十干支

26 

28 



ー 展示解説の例

• l月の暦
※面暦＝旧暦
太陰暦の暦と

月出 • 月入の記述

ー展示の様子

．． ► 6.おわりに

31 

35 

ー展示解説の例

．求年齢月数表

ー展示の様子

図慌図書館ミニ展示コーナー

ーおわりに（l)

本研究の内容（まとめ）

-14-

ー暦を題材に、筑波大学附属図田館における所蔵資料の
実際を調査

一所蔵コレクションを利活用する試みとしての「展示」

今後参照される可能性の少ない図巴館コレクションの存
在を明らかにでき、かつそうしたコレクションを利活用
する方法の一つとして、具体的な例を示すことができた

36 



ー おわりに（2)

今後の課題

●参照されないコレクションについて、他の図古館の
状況を調査し、問題を一般化する必要がある

●今回行った展示について、実際の反四をまとめ、考
察りる

-利活用の方法に更なる検討の余地がある

37 

ご清聴ありがとうございました。

ー 参考文献

-15-
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［展示期間］

［展示場所］

ISBN 978-4-924843-94-3 

筑波大学図書館情報メデイア系

リサーチュニット 「記憶資源」

筑波大学知識情報・図書館学類

企画展示図録

をi売む

前期平成 30年 11月 26日～平成 31年 1月 18日

（一部展示替え）

後期平成 31年 2月 1日～平成 31年 3月 25日

筑波大学春日エリア メディアユニオン lF

図情図書館メディアミュージアム
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展示を見るにあたっての予備知識

時の流れを、一日を単位として年月などに区切り、数えるようにした体系や、それを記載

したものを「こよみ」（暦）といいます。

某教員「部屋の片付けをしたいんだが」

某学生「ふつか、みっかでは無理ですね」

といった会話がなされることがあります。「ふつか、みつか」を漢字で表記しますと「二日、

三日」です。すなわち「日」は「か」ともいいます。

また数えることを「読む」ともいいました。たとえば古くは『万葉集』に

春花の移ろふまでに相見ねば月日よみつつ妹待つらむそ (3982)

とあります。

ですから、日を数えることを「かよみ」といい、少々発音が変化して「こよみ」（暦）と

なったとされます。

「暦」というものは、実務的な一面と文化的な一面を持っています。

たとえば、世界的な金融・経済などの分野で用いられる「暦」は実務的なものです。将来

は宇宙世紀 (U.C)といったものが用いられるかもしれませんが、現在は、グローバルス

タンダードな暦である西暦、 1582年にローマ教皇グレゴリウス 13世が制定した太陽暦

「グレゴリオ暦」が用いられています。

また、日本では、「旧暦」といわれる「暦」の 、

ほかに、一時期、『日本書紀』に記された神武天 '•I 
I 

皇即位の年を元年として定められた「皇紀」が

用いられた時期がありますが、世界に目を向け

るとコプト暦、イスラム暦など数十種類が用い

られていられています。これらは信仰や慣習あ

るいは文化と密接な関係があります。たとえば

日本でも中国でも公的な「暦」は西暦です。し

かし、日本の「節分」、中国の「春節」といった

伝統行事は、旧暦にしたがって行われますよう

に、二つの「暦」は共存しています。

また「歳神（としがみ）」（歳徳神・としとく

じん）といって、その歳における福徳をつかさ

どる神様も信仰されました。この神様がお住ま

いの方角は縁起がよいとされ、恵方とされます。今は「恵方巻」でご存じの方も多いかと思

います。
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また「干支」も信じられていました。かつて「丙午 （ひのえうま）」の年は、火災が多く、

この年に生まれた女性は気性が強いという俗信もありました。また
F 

「何どし生まれですか？」 r＿シ念晶 女］
予‘ヽ れぬて年です」 1 聾追¢が

ク~ぶ9ドシ、
といったやりとりは、今でもお聞

きになった方がいらっしゃるの

ではないでしょうか。2018年の

カレンダーには「平成 30年・戌

（犬）年」、 2018年後半に製作さ

れた、 2019年のカレンダーでは「亥」と併記されたものが多くありました。

こうした信仰、慣習、俗信、吉凶等の情報は当時の人たちにとって重要な生活情報であっ

たので、それを注として「暦」に併記しました。「暦注」といいます。またその情報を多く

盛りこもうとすると冊子の形態をとらざるをえませんでした。

そうした吉凶は、科学的に

は根拠のないこと、すなわち
玄ーピご瓦千＇、百元l-三六て

「迷信」とされ、今日では、記 し`ん ・⑮ J,9 9セ T ( 9̀ ` 
戸芥！出 ‘` 厨、文忍・芦 ＼
←ぐ ．ぶ：fj 辰 91 • 3 ¥＼ ・油ふ'I:, 

されたとしても「大安」とか I ¥...ァ了 ， ～→一

「仏滅」といった「六曜」にと ； t且；卜i; [〗•・［！ ：ヽ 9.J；賢〗り？臼謬ii
，i,、し＼．3• 

どまるものが多いですが、多 [i;!]i t ?，！t:1: 91立い臼[iiii
くの日本人の「生活の行動基 ？上〗三LLLt（ぷ三[ 1［こと〗ここ1
準」の一つであったといってもよいと考えられます。すなわち、かつて刊行された「暦」は、

今の人とは異なる年月日・時間感覚の「記憶」を呼び覚ますツールといってよいものです。

まさに「記憶資源」とするにふさわし

い資料です。

さて日本では明治になって大きな

改暦が行われました。

「暦」は、月や太陽の運行と季節感

が結びついて発達しました。日本で

は、江戸時代、月の満ち欠けによって

季節等を知らせる太陰太陽暦を採用

していましたが、幕末に日本と関係を

持った諸外国は太陽暦を採用してい

ました。当然、外交上不都合なことが

生じていましたが、幕府は改暦しませ

んでした。
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暦の問題は、明治政府にも引き継がれ、明治5年 11月9日、改暦の詔書と太政官の布告

が発表、翌 12月3日をもって明治6年 1月1日としました。以後、太陽暦が用いられてい

ます。

明治政府は、明治5年4月に頒暦商社を設立し、同社は明治 15年まで暦版行の特権が承

認されました。そして明治 16年からは神宮司庁より官暦が頒布されました。

江戸時代の暦には、中段・下段に注記事項があるものがあります。「暦注」といわれるも

のです。代表的なものは「二十四気」で、農家の方々は「八十ハ夜」とか「二百十日」など

をたいへん気に掛けています。また陰陽道や十干十二支による吉凶等も注記されました。こ

れが迷信的なものとして、明治の官暦では削除されたのですが、庶民の生活に根付いていた

ためこれが付されたものが多く版行されました。

また明治 16年、神宮司庁から官暦が頒布されるようになると、民間で暦を刊行されるこ

とは禁止されますが、一枚刷りの略暦は許可されていました。その一つが「引札暦」です。

引札とは、商品の宣伝とか開店の告知などのため、配られる広告のちらしです。それに暦を

加えると、一年中、どこかに貼ってもらえる可能性がでてきます。そうなれば宣伝効果が高

いものとなります。

改暦のために混乱も生じました。

明治 20年 1月に発行された『あゆちのことのは』は、明治になって、新しく行われたこ

となどを題として詠まれた和歌を編んだものですが、それに

大陽暦 浅野みたっ

満ち欠くる月にはかりて数へしは 暗かりしよの暦なりけり

＊今は「太陽」と表記しますが、明治期のものは「大陽」とするものが多い。

とあります。 「よ」に「夜」と「世」を掛けており、体制側の人にとっては、江戸時代は、

陰暦を用いた、暗い世の中だったという内容です。

しかし、改暦は文化に大きな混乱をもたらしました。例えば日本文芸を代表する俳句 （俳

諧）です。大正 2年7月に発行された『俳諧新題林』には

明治五年十二月三日を以て翌年一月一日と大陽暦に改正ありし以来俳諧に用うべき季

寄の混潅して大に惑ふ人ある

とし、また

大陽暦に因り二三四月を春、五六七月を夏、八九十月を秋、十一十二翌一月を冬として

題を配置すと雖も、中には節分の如き現に二月なれば春の部に置も季は冬なり 。八十八

夜は現に五月なれば夏季とすべきか疑問なり 。

と季節の問題にとどまらず、

祭典仏事の類ひは明治の世に至り神仏分離と成りしより、其定日の旧暦其侭修するあ

り。一ヶ月繰下しあり新暦に直せし有て同ーならざれば、該定日の確知せざるは旧の月

を以て記す。 （中略）大陽暦に定たる祭典は旧に拠る。

とあります。慣習となっていたものを改めることは、いかに難儀であったかが伝わってき
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ます。

また明治40年3月に刊行された『俳諧白嶺集』第24巻には

我里は陽暦を用ひしも、他村は皆々陰暦を用ひをれば

めでたさに陰ひなたなし君かはる 但馬 天笙

とありますように、陰暦を用いる人たちも多くおりました。太陽の運行より、月の運行が、

生業に影響する人たちです。旧暦と新暦と使い分けながら生活していたといってよいでし

ょう。

また「暦」は信仰と深く結びつくものでした。今でも結婚式は「仏滅」に行われることは

多くありません。「お日柄」の良し悪しがあったのです。

太陰太陽暦から太陽暦への換算をするにあたって基本図書である『日本暦日原点』を編ん

だ内田正男は、以下のように述べています

明治五年旧暦の廃止が決まって旧暦の日付は法的には明治五年一二月二日までしか存

在していない。そのあとの旧暦については、なんの確たる暦法も決められておらず、漠

然と、天保暦の閏のおき方だけをとり、あとはその時その時に天文台で発表する太陽・

月の位置・時刻をかりて勝手に民間でくみたてているものが旧暦と称するものである。

江戸時代の暦には、単に今日が何月何日かというだけでなく、たとえば「血忌日」という、

「灸や針をしてはいけない、魚鳥を殺して血を出してはいけない」日が設定されていました。

暦は、今日は何かを行うにあたって良い日か、悪い日かということを知るものでもあったの

です。先にも述べましたが、明治政府は、こうした民間信仰を「迷信」でしかないと、なく

そうとして、新暦にこのようなことは記してはいけないとしたのですが、多くの人の行動判

断材料になっていたので、表紙に「暦」となくても、内容は陰暦等を記載した「おばけ暦」

といわれるものも製作されるなどして、なくなることはありませんでした。

N 展示品

綿抜研究室蔵 明治の略暦

・ 「略歴」とは？

・メモ
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綿抜研究室蔵 明治三十年略本暦

・「神宮司應」とは？

・メモ

一月の暦

・日付の下に、

どのような情報が記されてますか？

・メモ
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・大正十五年と昭和十五年の「暦本」の見返しと一丁めには、

どのような情報が記されてますか？どのような違いがありますか

・メモ

図書館情報学図書館蔵 おばけ暦

左「年中重宝記」 明治 22年

中「農家便覧」 明治42年

右「農家日用便覧」明治43年
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綿抜研究室蔵 おばけ暦

「たばこ要略」 明治 21年

綿抜研究室蔵 おばけ暦

「主運生剋全」明治 19年

さまざまな暦

「いなり暦」は稲荷神社より、

「大三輪暦」は大神神社より発行された暦です

このように各地域の神社から暦が発行されました

綿抜研究室所蔵

「いなり暦」昭和 24年
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綿抜研究室所蔵

「大三輪暦」昭和30年

以下の 2点は広告が入った暦です

綿抜研究室所蔵

「年中重宝」昭和 11年

綿抜研究室所蔵

家庭年宝」昭和 11年
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「年中重宝」は、高嶋易断編集したものです。高嶋易断は、現在も暦を編集しており、神社

などでも売られています。右方に紐が通されています。 「年中重宝」を柱などに掛けておい

て、すぐ見られるようにしていたからです。

暦が入った石川県金沢の引札

今でも年末になるとカレンダーが配られたりします。明治にも、商店が広告をかねて、ご

ひいきに配布しました。引札 （ひきふだ）といい、めでたい絵柄が多いで

す。暦を入れておくのは、一年間、家のどこかに貼ってもらえるかもしれ

ない、というねらいがありました。

次にあげるものは、昭和2年、朝日新聞社が配布した暦です。 「秋」用

の暦で、図柄も月見になっています。その後からあげる「引札」が、どの

ょうな変遷を経て、このようなものになったか、調べてください。

戸 99 ■9999■,臼 出..'、 1:1

一

， ヽ

-— 

-27-

土屋商店・明治 28年・畏斗アワビ・菊

髪斗アワビは

今でも暖簾によくみかけます

畏斗の下にある白い析り紙は

「蝶」です。

礼法で折り紙は

重要な学習事項です

この蝶は雄か雌か、

また、どのように折る

と思いますか



松本伊三郎明治 22年

朝日・松竹梅・鶴。

左の人物は菅原道真です

なぜ道真とわかると思いますか

ちなみに

前田家領では、天神信仰が盛んでした

-28-

奥泉次助商店

明治 32年

鳳凰・桐と金貨

「鳳凰」と「桐」が

なぜ結びつくと

思いますか

渡辺商店

大正 2年

朝日・鶴•松
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北川徳次郎

大正 3年

浦島太郎・福助

浦島太郎が

なぜ

おめでたいと

思いますか
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藤関安太郎

明治44年

恵比須・大黒

江戸時代から「～の木」というものがはやりましたが

この引札の木は何の木と思いますか
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璽•. ,~ 

清江商店

明治 34年

七福神

七福神のうち、店の中に居るのは？
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宮五商舗

明冶41年

恵比須・大黒の他、何がおめでたい図柄と思いますか
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中屋伝七郎

明治43年

特にめでたい図柄はありませ

んが、この配色は目立ちます

2018年度企画展示 暦を読む

2019年 1月31日
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